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野邑（2009）母親の抑うつ比較
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受容の支えとなったもの受容の支えとなったもの
 

（石本・太井（石本・太井20082008））
 母親にとって助けとなると認知されているソーシャルサポートは専門機関よりも，母親にとって助けとなると認知されているソーシャルサポートは専門機関よりも，

 同じように障害児をもつ母親や家族といった身近な人である同じように障害児をもつ母親や家族といった身近な人である

項目 平均値 標準偏差 F値

1．書籍やインターネットからの情報 2.582 .956

2．医師や看護師，保健師などからの助言 2.746 .927

3．仲間の存在 3.612 .602 39.985

 

***

4．家族の存在 3.612 .695

5．子どもへの愛着 3.761 .495

6．子どもの成長 3.672 .613
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
次に、受容の支えとなったものです。どのようなものが受容の支えとなったと認知されているのかを明らかにするために、6項目それぞれの得点の平均値の差を検定しました。その結果、有意差がみられたので多重比較を行いました。その結果、「1.書籍やインターネットからの情報」、「2.医師や看護師、保健師などからの助言」の2つと、「3.仲間の存在」、「4.家族の存在」、「5.子供への愛着」、「6.子供の成長」の4つの間にそれぞれ有意差がみられました。
受容の支えは仲間や家族の存在、子供の成長を感じ愛着をもつことが重要な役割をもつことが明らかとなりました。子供の障害を受容していく過程においては、子供とじかに触れあい、成長を確認できる機会を設けることが必要であるといえます。また親が子供の障害を受容していく過程においては親の会や医療機関で、同じような障害をもつ子供の親とつながりを作ることが重要だといえます。
受容の支えとなったものと障害受容の関連について検討するため、障害受容の支えになったものの各得点と障害受容尺度得点との相関を求めた。その結果、「2.医師や看護師、保健師等からの助言」と障害受容尺度得点との間に弱い正の相関が、「6.子供の成長」と障害受容尺度得点との間に中程度の正の相関がみられました。この結果においても、ソーシャルサポートと同様に、比較的支えになったと認知されていなかった医師等からの助言が支えになったと認知しているほど、障害受容が促進されることが明らかとなりました。
また子供の成長が支えになったと認知されている母親は、子供の成長というプラスの視点で子供を見ることができている母親であるといえ、このような母親の姿勢が障害受容の促進につながっているものと考えられます。



ペアレントメンターとは・・・ペアレントメンターとは・・・
メンター（ｍｅｎｔｏｒ）とは「信頼のおける相談相手」という意味メンター（ｍｅｎｔｏｒ）とは「信頼のおける相談相手」という意味
ペアレントメンターとは，親による親のための相談者ペアレントメンターとは，親による親のための相談者



ペアレントメンターの役割ペアレントメンターの役割

•• 同じ親として仲間の子育て同じ親として仲間の子育て
 の悩みに寄り添い共感するの悩みに寄り添い共感する

•• 発達障がいとその支援に関発達障がいとその支援に関
 連する情報の提供を行う連する情報の提供を行う

•• 地域のリソースに関する地域のリソースに関する
 ユーザー目線での情報の提ユーザー目線での情報の提

 供を行う供を行う

•• 専門機関での相談のきっか専門機関での相談のきっか
 けづくりとなるよう可能な範けづくりとなるよう可能な範

 囲での支援を行う囲での支援を行う



ペアレントメンターによる支援の特徴ペアレントメンターによる支援の特徴

共感性の高さ共感性の高さ
••同じ障がい児を育てている親として共感でき、寄り添同じ障がい児を育てている親として共感でき、寄り添

 うことができるうことができる

当事者視点での情報提供当事者視点での情報提供
••教科書にない経験から得た知識、教科書にない経験から得た知識、HPHPや広報にないや広報にない

 「口コミ情報」を参加者に伝えることができる「口コミ情報」を参加者に伝えることができる



診断機関
相談機関

等

・解決や助言は行わない
・学校等の支援機関と家

 
族の対立には関わらない

ペアレント・メンター養成と活動についてペアレント・メンター養成と活動について（厚生労働省資料）（厚生労働省資料）

ペアレント・メンター
（ペアレント・メンターとなる条件）
・自分も発達障害者の親である
・親の会での活動歴が２年程度
ある

・しかるべき人からの推薦がある
・「傾聴」等のトレーニングを受け
ている

・守秘義務への同意がある

親

ペアレント・メンターの紹介が必要に

 なる状況の例

・発達障害者の支援に結びつく前に

 順番待ちをしている状況

・診断を受けた後に不安や悲しみ
を感じている状況

・学校から卒業したり、自宅生活か

 ら
一人で居住する時期の課題にぶ

 つ
かっている状況

など

スーパーバイザーチーム
（都道府県、発達障害者支援センター、メンター等で組織）

・相談希望者の情報集約
・ペアレントメンターの養成
・認定後のサポート
・相談希望者（親）とペアレント・メンターのマッチン

 
グ

 

グの判断を行う
・活動状況の把握、情報提供など

情報集約相談
養 成

助 言

活 動 把 握

情 報 提 供

相 談 希 望

者 と の

マ ッ チ ン グ



ペアレントメンター養成事業のペアレントメンター養成事業の  
近年の状況近年の状況

メンターを養成することへの社会的な注目メンターを養成することへの社会的な注目

メンター研修のパッケージプログラム化メンター研修のパッケージプログラム化

自治体、発達障害者支援センターに引き継が自治体、発達障害者支援センターに引き継が
 れ、全国に拡大、発達障害全体に発展れ、全国に拡大、発達障害全体に発展

地域によって研修内容・方法・対象もさまざま地域によって研修内容・方法・対象もさまざま

受講者もさまざま？？受講者もさまざま？？

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
埼玉県例



メンター養成研修の副次的効果
自治体と発達障害者支援センターが共に事業に取り組む場自治体と発達障害者支援センターが共に事業に取り組む場

 合，地域の親の会や専門家や支援者との連携が進展する合，地域の親の会や専門家や支援者との連携が進展する

メンター事業によって地域のリソースとコンシューマーを結ぶメンター事業によって地域のリソースとコンシューマーを結ぶ
 ことができることができる

自治体
支援セ

 ンター

専門家
支援者

親の会

親の会

親の会この枠の中に
どれくらいの
リソースを取り

 込めるかが課

 題

定常的に連携し

 ていけるかが課

 題



ペアレント・メンター活動の広がり



各地域で必要な家族支援は異なる各地域で必要な家族支援は異なる

各地で行われている活動各地で行われている活動



 

サポートブック・ファイルの作成研修会サポートブック・ファイルの作成研修会



 

グループ相談会や茶話会による相談や情報提供グループ相談会や茶話会による相談や情報提供



 

電話相談･個別相談電話相談･個別相談



 

キャラバン隊による啓発活動キャラバン隊による啓発活動



 

ペアレント･トレーニングのサブリーダーペアレント･トレーニングのサブリーダー



 

研修会（家族支援や保護者支援をテーマにしたもの）研修会（家族支援や保護者支援をテーマにしたもの）



岡山県

親の会の集約機能

市町村の支援機

 関を巻き込む

福祉課が入って

 いることが重要

フォローをきめ細

 かくする工夫

当面は支援センターがリードする形



メンター・コーディネーターの配置が
 活性化の鍵



 

メンターの紹介調整メンターの紹介調整



 

活動の報告活動の報告



 

支援機関とメンターのつなぎ役（困難事例など）支援機関とメンターのつなぎ役（困難事例など）



 

複数の親の会が関わっているため「調整能力」と複数の親の会が関わっているため「調整能力」と
 工夫が必要工夫が必要



 

研修企画･運営研修企画･運営

ペアレントメンター運営委員会・事務局などがペアレントメンター運営委員会・事務局などが
 ある場合は機能を分担できるある場合は機能を分担できる

負担の軽減に！



メンター・コーディネーターのメンター・コーディネーターの
 現在の業務現在の業務

ペアレントメンターと
・各活動の集計・フィードバック
・活動把握

外部と
・年間派遣計画
・依頼に対してのペアレントメンターの選出およびマッチング

中央として
・研修会、事例検討会の企画・把握
・各ペアレントメンター個人のチェック機能
・県下ペアレントメンターへの情報発信
・継続してくる相談者の情報把握

愛知県



鳥取県



鳥取県
県により人件費が予算化



活動を発信する活動を発信するコーディネーターを支

 援機関がサポートする
例
どこまでメンター活動とし

 て集計するのか？

どこまで細かく分析す

 るのか？

鳥取県



運営委員会を機能化させる

運営委員会は公的にメンター活動を行っていく際運営委員会は公的にメンター活動を行っていく際
 に重要な機能を持つに重要な機能を持つ

役割としては役割としては


 

自治体・支援センター・専門家・メンターを繋ぐ連携役自治体・支援センター・専門家・メンターを繋ぐ連携役



 

メンター活動のルール作りや倫理についての監督役メンター活動のルール作りや倫理についての監督役



 

メンター活動や研修活動などの企画役メンター活動や研修活動などの企画役



 

メンター講座修了者の登録とリストの管理人役メンター講座修了者の登録とリストの管理人役



 

などなど

コーディネーターの活動をサポートする機能をもたコーディネーターの活動をサポートする機能をもた
 せることせること

位置づけは地域色をだしてよい位置づけは地域色をだしてよい



運営委員会と組織の例運営委員会と組織の例

運営委員会
県担当部局
事務局員

メンターコーデイネーター
専門家

発達障害者支援センター

メンター事務局
メンターコーディネーター

東部
リーダーメンター

中部
リーダーメンター

西部
リーダーメンター

鳥取県

事務局は自閉症協会

 が県からの委託を受

 けている
運営委員会の開催調整
電話相談

年に数回開催
運営委員会は発達障害者支

 
援整備事業に位置づけられ

 
ている
様々な活動指針や活動計画

 
やルール作りを話し合う
予算なども相談

月に１回程度開催
自閉症協会の地域ブロック

 
会議の後に行ったりしている

 
ので地域ごとに差がある
専門家がかかわれていない

 
ところもある
横のつながりが弱い



自治体全体の施策に位置づける

市町レベル
に対する啓発と

 
移行が課題
市町レベルの予

 
算化など

鳥取県

整備事業と結び

 
つけることで予算

 
化されやすくなる
情報発信も県の

 
ＨＰで可能に



鳥取県発達障がい者支援体制整備事業鳥取県発達障がい者支援体制整備事業
 実施要綱への位置づけ実施要綱への位置づけ

鳥取県



発達障がい者支援体制整備事業発達障がい者支援体制整備事業
 ペアレントメンター運営委員会設置要綱ペアレントメンター運営委員会設置要綱

鳥取県



県のHP発信は啓発に対する大きな力になる

鳥取県



ペアレント・メンター活動の啓発パンフ作成

鳥取県 県が予算化
パンフなどは組織

 立ち上げ時に予

 算要求しやすい

 項目



運営組織の課題運営組織の課題

政令市を含む場合政令市を含む場合



 

政令市と都道府県の実態やしくみの違い政令市と都道府県の実態やしくみの違い



 

メンター養成は都道府県？政令市？メンター養成は都道府県？政令市？



 

政令市へのメンターの集中政令市へのメンターの集中

広域である場合広域である場合



 

文化差文化差



 

リソースの差リソースの差



 

親の会活動や意識の違い親の会活動や意識の違い

メンター活動だけの
 課題ではない

メンター活動をきっかけに

 都道府県のセンターと政令

 市センターの連携会議をつ

 くる



北海道
広域である場合機能の分散と集約をはかる必要がある



地域でのフォロー研修の充実を

「フォロー研修」と「メンター総会」，「親の会の「フォロー研修」と「メンター総会」，「親の会の
 連絡会議（交流会）」をセットにする連絡会議（交流会）」をセットにする



 

親の会のパンフや企画，リソースブックの情報交換も親の会のパンフや企画，リソースブックの情報交換も

メンター活動で課題としてあげられたものをネメンター活動で課題としてあげられたものをネ
 タにするタにする→コーディネーターが集約→コーディネーターが集約



 

愛知県の例を参考に愛知県の例を参考に



 

学校関係相談学校関係相談



 

当事者相談当事者相談



 

家族相談家族相談



 

福祉・医療関係相談福祉・医療関係相談



 

キャラバン隊キャラバン隊



 

ストレスマネジメントなどストレスマネジメントなど

いずれは「ペアレントメンター全国大会も？」いずれは「ペアレントメンター全国大会も？」

地域の専門家や支援
 者に依頼する

研修講師をきっかけにメンター

 の理解者・協力者・支援者に



近隣県との交流

養成研修は何年かごとには行う必要がある養成研修は何年かごとには行う必要がある

近県と取り決めを交わし，相互参加･支援を近県と取り決めを交わし，相互参加･支援を
 可能にするようにしておく可能にするようにしておく

フォロー研修とだきあわせで近県とのコーディフォロー研修とだきあわせで近県とのコーディ
 ネーター会議（交流会など）を企画するなどネーター会議（交流会など）を企画するなど



ペアレントメンター

 
Network Board 

http://http://pmjapan.umin.jp/Parent_Mentor_Japan/index.htmlpmjapan.umin.jp/Parent_Mentor_Japan/index.html

http://pmjapan.umin.jp/Parent_Mentor_Japan/index.html
http://pmjapan.umin.jp/Parent_Mentor_Japan/index.html
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